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南
支
部
活
動
計
画
」
に
在
り
ま
す
が
、
主

要
活
動
の
他
に
次
の
事
も
計
画
し
て
お

り
ま
す
。 

①
従
来
１
１
月
に
計
画
し
て
お
り
ま
し

た
安
全
保
障
ト
ー
ク
サ
ロ
ン
を
１
０
月

実
施
に
前
倒
し
を
行
い
、
総
会
時
（
４
月
）

の
防
衛
講
演
会
と
の
期
間
を
半
年
と
し

ま
す
。 

②
最
も
大
き
な
課
題
の
一
つ
で
す
が
、
昨

年
度
末
の
会
員
数
が
２
０
０
名
と
な
り

昨
年
度
当
初
か
ら
１
０
名
近
く
減
少
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
原
因
の
一
つ
が
、
年

度
会
費
を
２
年
間
滞
納
と
な
る
と
隊
友

会
を
退
会
と
な
る
県
規
則
に
よ
る
も
の

で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
２
年
間
の
支

部
活
動
の
ブ
ラ
ン
ク
の
影
響
も
あ
る
こ

と
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
高
齢
会
員
の

逝
去
、
体
調
不
良
等
の
理
由
で
退
会
止
む

な
き
の
会
員
も
含
ま
れ
ま
す
。
令
和
４
年

度
は
、
会
員
担
当
主
任
を
中
心
と
し
て
そ

の
減
耗
防
止
並
び
に
会
勢
の
挽
回
を
図

る
計
画
で
す
が
、
正
会
員
、
特
別
会
員
各

位
の
ご
協
力
が
必
要
で
あ
り
ま
す
の
で
、

入
会
情
報
等
の
入
手
及
び 

“
入
会
声
掛

け
運
動
”
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

③
理
事
役
会
は
対
面
式
会
議
を
原
則
と

し
て
お
り
ま
す
が
、
メ
ー
ル
配
信
に
よ
る

会
議
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は
こ

れ
に
加
え
て
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
理
事

役
会
の
開
催
の
可
能
性
に
つ
い
て
研
究

し
、
今
後
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
長
引
け
ば

対
面
式
会
議
の
補
用
と
し
て
そ
の
活
用

を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

④
最
後
に 

理
事
役
会
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
と
は
申
せ
、
魅
力
あ
る
支
部
活
動
の

一
環
と
し
て
年
間
１
１
回
計
画
し
て
お

り
ま
す
理
事
役
会
出
席
理
事
役
の
交
通 

              
 

 
 

 

 

 

国民と自衛隊との架け橋！ 

令和 4 年 4 月号

（No.222） 
 

発行責任者 
公益社団法人隊友会 神奈川県隊友会 

湘南支部長 清﨑 忠圀 
平塚市豊原町 23‐14 
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友
 

 

費
の
支
弁
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
内
規

化
を
目
指
し
ま
す
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
支
部
活
動
の
中
核
と

な
り
ま
す
各
担
当
主
任
を
中
心
と
す
る

諸
検
討
を
基
に
、
一
層
活
気
あ
る
支
部
と

な
り
ま
す
様
理
事
役
会
一
同
努
力
致
し

ま
す
の
で
、
会
員
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
協

力
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
様
お
願
い
致
し

ま
す
。 

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―
 

湘
南
支
部 

表
彰
状
・
感
謝
状
贈
呈 

令
和
４
年
度
の
表
彰
状
・
感
謝
状
が
次

の
方
々
へ
支
部
長
か
ら
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。 

表
彰
状
（
正
会
員
） 

・
北
川
正
代 

様
（
長
年
に
亙
り
支
部
理

事
役
と
し
て
協
力
、
支
援
を
頂
き
、
昨

年
度
末
横
須
賀
支
部
へ
移
籍
。
） 

感
謝
状
（
特
別
会
員
） 

・
宅
野
順
彦 

様
（
平
成
２
７
年
以
来
、

支
部
特
別
法
人
会
員
「
平
塚
八
幡
宮
」

と
し
て
の
協
力
、
支
援
活
動
中
。
） 

・
飯
島
邦
光 

様
（
平
成
２
４
年
以
来
、

支
部
特
別
会
員
と
し
て
の
協
力
、
支
援

活
動
中
。
） 

・
松
澤
弘
海 

様
（
平
成
２
５
年
以
来
、

支
部
特
別
会
員
と
し
て
の
協
力
、
支
援

活
動
中
。
） 

・
府
川
太
郎 

様
（
平
成
２
６
年
以
来
、

支
部
特
別
会
員
・
相
談
役
と
し
て
の
協

力
、
支
援
活
動
中
。
） 

・
甘
粕
和
彦 

様
（
平
成
２
６
年
以
来
、

支
部
特
別
会
員
と
し
て
の
協
力
、
支
援

活
動
中
。
） 

・
吉
田
清
人 

様
（
平
成
２
７
年
以
来
、

支
部
特
別
会
員
と
し
て
の
協
力
、
支
援

活
動
中
。
） 

令
和
４
年
度
支
部
総
会
（
４
月
９
日
）

は
、
昨
年
度
に
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
中
止
と
な
り
総
会
の
場
で
支
部
長

か
ら
の
表
彰
状
・
感
謝
状
の
贈
呈
が
実
施

で
き
ず
、
郵
送
（
一
部
の
方
へ
は
手
渡
し
）

に
よ
り
感
謝
状
贈
呈
と
な
り
ま
し
た
。
７

名
の
方
々
へ
の
こ
れ
ま
で
の
ご
協
力
、
ご

支
援
に
対
し
心
か
ら
厚
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
と
共
に
今
後
と
も
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
（
記 

支
部
長
） 

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
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―
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―
―

―
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改
め
て
Ｌ
Ｃ
Ｐ
は
大
切 

支
部
理
事
役
（
防
災
士
）
皷 

達
也 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
ロ
シ
ア
が
侵
攻
（
戦

争
）
の
ニ
ュ
ー
ス
を
テ
レ
ビ
で
見
て
い
た

際
に
気
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は

空
爆
や
戦
車
が
走
る
中
、
日
常
生
活
を
営

む
人
々
の
姿
で
あ
る
。 

日
本
に
お
い
て
も
、
防
災
対
策
が
進
み

自
治
会
で
の
防
災
訓
練
や
企
業
の
Ｂ
Ｃ

Ｐ
策
定
な
ど
が
進
め
ら
れ
防
災
に
興
味

を
持
つ
も
の
が
増
え
て
き
て
い
る
。
個
人

的
に
は
防
災
と
い
う
と
ま
だ
専
門
家
や

特
殊
な
資
格
や
訓
練
を
積
ん
だ
人
た
ち

が
行
う
も
の
と
認
識
し
て
い
る
方
が
多

い
気
が
す
る
。
し
か
し
、
災
害
や
テ
ロ
や

戦
争
な
ど
の
危
機
は
日
常
生
活
の
延
長

線
上
に
あ
り
、
誰
に
で
も
関
係
す
る
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
そ
の
危
機
下
で
も
日
常
生

活
を
い
か
に
継
続
す
る
か
が
個
人
の
課

題
と
な
る
。 

災
害
に
備
え
る
と
い
う
こ
と
で
も
何

を
準
備
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
何
か
ら
取
り

掛
か
れ
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い

う
方
が
い
る
中
、
戦
争
に
備
え
る
と
な
る

と
さ
ら
に
敷
居
が
高
く
、
別
世
界
の
話
と

考
え
る
人
も
い
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

 

令
和
４
年
度
隊
友
会
湘
南
支
部 

活
動
に
際
し
て 

湘
南
支
部
長 

清
﨑 

忠
圀 

中
国
で
の
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了

を
待
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
ロ
シ
ア
の

プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
演
習
と
称
し
て
配

備
さ
せ
て
い
た
部
隊
を
急
遽
ウ
ク
ラ
イ

ナ
国
へ
向
け
侵
攻
さ
せ
、
そ
の
軍
事
行
動

は
今
や
国
際
法
の
無
視
、
戦
争
犯
罪
化
し

ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
を
中
心
に
民
間
人
の

殺
害
、
略
奪
、
性
暴
力
、
無
差
別
攻
撃
は

も
は
や
バ
イ
デ
ン
米
大
統
領
を
し
て
「
ジ

ェ
ノ
サ
イ
ド
（
集
団
殺
害
）
」
に
当
た
る

と
の
認
識
を
さ
せ
る
に
至
っ
て
い
る
こ

と
は
皆
さ
ん
方
ご
承
知
の
通
り
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
事
態
の
中
、
令
和
４

年
４
月
９
日
実
施
計
画
の
当
支
部
総
会

は
、
今
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
鑑
み

議
案
の
郵
送
に
よ
る
審
議
と
な
り
ま
し

た
が
、
会
員
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り
そ
の

目
的
を
無
事
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
事
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お

総
会
議
案
の
審
議
結
果
に
つ
き
ま
し
て

は
別
途
「
令
和
４
年
度
定
期
総
会
議
案
の

審
議
結
果
に
つ
い
て
（
報
告
）
」
と
し
て

細
部
に
つ
き
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。
こ
の
報
告
文

書
は
、
本
支
部
ニ
ュ
ー
ス
配
送
に
前
後
し

て
配
達
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
審
議
結
果

は
第
１
号
、
第
２
号
、
第
３
号
及
び
第
４

号
の
各
議
案
す
べ
て
が
「
承
認
」
さ
れ
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

こ
の
「
承
認
」
に
基
づ
き
隊
友
会
湘
南

支
部
理
事
役
会
（
理
事
役
１
９
名
、
監
事

役
１
名
の
計
２
０
名
で
構
成
）
は
既
に
各

種
の
活
動
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。
総
会

第
２
号
議
案
の
「
令
和
４
年
度
隊
友
会
湘 
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や
棚
が
倒
れ
て
障
害
に
な
る
よ
う
な
事
は
な

い
か
？ 

③
ま
た
そ
の
よ
う
な
物
品
に
対
し
て
転
倒
防

止
対
策
を
実
施
し
て
い
る
か
？ 

④
非
常
物
資
等
が
常
備
さ
れ
管
理
さ
れ
て
い

る
か
？ 

⑤
防
災
計
画
に
基
づ
き
訓
練
が
な
さ
れ
て
い

る
か
？ 

⑥
避
難
施
設
の
維
持
管
理
が
な
さ
れ
て
い
る

か
？
な
ど
で
す
。 

一
般
家
庭
に
お
い
て
も
転
倒
防
止
対
策
や

避
難
口
の
確
保
、
非
常
時
の
家
族
と
の
連
絡
方

法
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
意
識
づ
け
し
て
お
く
事

を
お
勧
め
し
ま
す
。 

        
 

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
 

新
入
会
員
の
お
知
ら
せ
（
敬
称
略
） 

 

正
会
員 

 

・
山
口
真
毅 

平
塚
市
田
村 

 
 

 

元
陸
上
自
衛
隊 

座
間
駐
屯
地
業
務
隊 

防
災
用
品
も
普
段
使
用
し
な
い
備
品
を
購
入

し
い
ざ
と
い
う
と
き
に
使
用
で
き
な
か
っ
た
と

い
う
話
を
聞
く
が
、
戦
争
に
備
え
て
ガ
ス
マ
ス

ク
や
防
弾
チ
ョ
ッ
キ
な
ど
の
ミ
リ
タ
リ
ー
用
品

を
買
い
あ
さ
っ
て
も
国
が
正
規
品
を
国
民
に
配

布
し
た
と
し
て
も
使
い
慣
れ
て
い
な
い
防
災
グ

ッ
ズ
以
上
に
意
味
を
な
さ
な
い
と
思
わ
れ
る
。 

で
は
何
を
す
べ
き
か
？
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
ス
ー
ダ
ン

で
も
そ
う
で
あ
る
が
テ
レ
ビ
で
見
る
限
り
装
甲

車
や
戦
車
が
街
中
を
走
り
、
空
爆
の
あ
る
中
、

普
段
よ
り
確
実
に
不
便
で
あ
ろ
う
が
日
常
生
活

を
営
ん
で
い
る
人
々
が
い
る
。
お
そ
ら
く
彼
ら

（
子
女
含
め
て
）
は
軍
人
で
も
防
災
の
専
門
家

で
も
な
い
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
彼
ら
は
危
機
の
中
、

日
常
生
活
を
い
か
に
継
続
す
る
か
を
考
え
て
行

動
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
日
本
で
あ
っ
て

も
災
害
（
感
染
症
を
含
め
て
）
や
戦
争
に
対
し

て
日
常
生
活
を
い
か
に
継
続
で
き
る
の
か
を
考

え
備
え
る
し
か
な
い
。
他
力
本
願
で
は
行
き
詰

っ
て
し
ま
う
。 

以
前
記
事
に
も
記
し
た
Ｌ
Ｃ
Ｐ
（
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ 

Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｉ
ｎ
ｕ
ｉ
ｔ
ｙ 

Ｐ
ｌ
ａ
ｎ 

生
活

継
続
計
画
）
を
自
治
会
、
企
業
、
国
の
こ
と
を

考
え
る
前
に
計
画
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
い
く

ら
大
き
な
組
織
が
立
派
な
計
画
を
立
て
た
と
し

て
も
、
土
台
と
な
る
の
は
組
織
を
構
成
し
て
い

る
一
個
人
で
あ
り
そ
の
個
人
個
人
が
日
常
生
活

す
ら
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
で
あ
れ
ば
、
計
画
倒

れ
す
る
の
は
目
に
見
え
て
お
り
個
人
の
Ｌ
Ｃ
Ｐ

は
基
礎
中
の
基
礎
な
の
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
自

分
の
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う
備
え
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。 

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
 

身
体
に
と
っ
て
水
は
大
切 

支
部
理
事
役
（
看
護
師
）
皷 

達
也 

乾
燥
す
る
時
季
は
脱
水
に
注
意
し
た
い
。
既 

編
集
後
記 

今
後
と
も
各
種
ジ
ャ
ン
ル
に
亘
る
、
ご
寄
稿

の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

「支部の予定」 
 
・05/14（土） 
 第２回支部理事役会 
・05/19（木） 
 ５月隊友紙発送 

・06/11（土） 
 第３回支部理事役会 
・06/18（土）予備 6/19 
 名称旧跡探勝 

・06/22（水） 
 ６月隊友紙発送 

・08/06（土） 
 第４回支部理事役会 

往
が
あ
る
方
や
コ
ロ
ナ
患
者
も
脱
水
を
併
発
す

る
と
予
後
が
悪
い
。 

身
体
の
水
分
は
小
児
で
は
７
０
～
８
０
％ 

成
人
で
６
０
％ 

高
齢
者
で
は
５
０
％
と
年
を

重
ね
る
ご
と
に
身
体
の
水
分
量
は
減
少
す
る
。

身
体
が
１
日
に
必
要
な
水
分
量
は
１
．
５
～
２
．

８
Ｌ(

食
事
等
を
含
め
て
の
量
で
あ
り
飲
み
物

と
し
て
は
１
．
５
～
２
Ｌ
／
日)

で
あ
り
尿
・
便
・

汗
と
し
て
同
量
が
排
泄
さ
れ
る
。
排
泄
が
不
足

す
る
と
身
体
は
浮
腫
み
、
補
水
量
が
少
な
い
と

身
体
は
乾
い
て
脱
水
に
至
り
、
体
温
調
節
機
能

が
低
下
し
熱
が
上
が
り
体
温
が
１
℃
上
昇
す
る

と
発
汗
量
が
１
５
％
上
昇
す
る
と
さ
れ
負
の
ス

パ
イ
ラ
ル
に
陥
る
。 

脱
水
に
至
る
と
腎
臓
へ
の
血
流
が
減
少
し
身

体
の
不
純
物
が
排
出
で
き
な
い
状
態
の
腎
不

全
、
血
液
が
ド
ロ
ド
ロ
に
な
り
脳
梗
塞
な
ど
不

可
逆
的
な
疾
患
に
至
る
リ
ス
ク
も
あ
る
。 

コ
ロ
ナ
患
者
で
自
宅
療
養
者
の
中
に
は
怠
さ

が
あ
り
食
事
や
水
分
を
十
分
に
摂
ら
な
い
方
が

い
る
が
、
症
状
を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
て
し
ま
う
。 

乾
燥
す
る
時
季
は
年
齢
を
問
わ
ず
意
図
的
に

水
分
を
取
る
よ
う
な
生
活
習
慣
に
努
め
る
こ
と

が
健
康
管
理
上
大
切
で
あ
る
。 

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
 

湘
南
支
部
名
所
旧
跡
探
勝 

ハ
イ
キ
ン
グ
の
ご
案
内 

ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
の
厳
し
い
状
況
が
継
続

し
て
い
ま
す
が
、
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

進
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
、
名
所
旧
跡
探
勝
ハ

イ
キ
ン
グ
を
次
の
と
お
り
計
画
し
ま
す
の
で
、

奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。 

な
お
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

記 

・
日
付
：
令
和
４
年
６
月
１
８
日
（
土
） 

予
備
：
６
月
１
９
日
（
日
） 

・
時
間
：
０
９
：
４
５
～
１
５
：
５
０ 

・
場
所
：
二
宮
、
大
磯
方
面 

・
行
動
の
概
要 

 

＊
集
合 

０
９
：
４
５ 

Ｊ
Ｒ
二
宮
駅 

 

＊
コ
ー
ス 

 
 

二
宮
駅
～
徳
富
蘇
峰
記
念
館
～
相
模
國

総
社
六
所
神
社
～
旧
吉
田
茂
邸
～
明
治

記
念
大
磯
邸
園
～
東
海
道
松
並
木
～
旧

島
崎
藤
村
邸
～
Ｊ
Ｒ
大
磯
駅 

 

＊
解
散 

１
５
：
５
０ 

Ｊ
Ｒ
大
磯
駅 

・
参
加
費
な
し 

た
だ
し
入
館
料
は
、
ご
自

身
で
お
支
払
く
だ
さ
い
。 

 

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
６
月
１
１
日

ま
で
に
左
記
の
問
合
せ
先
に
、
ご
連
絡
下
さ

い
。
別
途
ご
案
内
致
し
ま
す
。（
ご
家
族
、
ご

友
人
の
参
加
歓
迎
で
す
。
） 

※
問
合
せ
先
：
支
部
理
事
役 

石
川
潤
一 

携
帯 

０
９
０
・
８
０
３
５
・
５
８
９
３ 

携
帯  rvstn

303740@
docom

o.n
e.jp 

Ｐ
Ｃ 

sekisen-uru1@
crest.ocn.ne.jp 

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
 

防
災
管
理 

支
部
理
事
役 

深
澤 

文
晴 

 

一
定
規
模
以
上
の
企
業
等
に
は
、
防
災
管

理
を
実
施
す
る
義
務
が
生
じ
る
。 

で
は
、
防
災
管
理
と
は
ど
の
よ
う
な
管
理

な
の
だ
ろ
う
か
？
一
般
的
に
防
火
管
理
と
言

う
言
葉
は
皆
さ
ん
お
聞
き
し
た
事
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
防
火
管
理
は
火
災
予
防
の
観
点

か
ら
火
気
使
用
の
許
可
や
制
限
な
ど
を
自
社

管
理
す
る
事
で
す
。 

防
災
管
理
は
、
自
然
災
害
・
特
殊
災
害
の
観

点
で
の
自
社
管
理
と
な
り
ま
す
。 

①
具
体
的
に
は
、
防
災
計
画
が
所
轄
消
防
へ

提
出
さ
れ
て
い
る
か
？ 

②
地
震
発
生
時
に
避
難
通
路
上
に
ロ
ッ
カ
ー 

 

 


